
12:30

13:00

13:10
（95）

14:45
（55）

15:40

15:55
（55）

16:50
（60）

17:50

18:00
19:30

開　　会　　式
オリエンテーション

休　　　憩

閉　　会　　式

懇　　親　　会

総括討論

　　　司　会　　県立広島大学生命環境学部教授
　　　　　　　　　　　馬　本　　　勉

事例報告Ⅱ

　「学習指導要領改訂と英語入試改革－広島県の事例－」

　　　講　師　　広島県教育委員会事務局教育部高校教育指導課長
　　　　　　　　　　　阿　部　由貴子

　　　司　会　　広島大学教育本部准教授
　　　　　　　　　　　吉　田　香　奈

事例報告Ⅰ

　「英語入試改革と国立大学　－広島大学の事例－」

　　　講　師　　広島大学入学センター長
　　　　　　　　　　　杉　原　敏　彦

　　　司　会　　広島大学教育本部准教授
　　　　　　　　　　　吉　田　香　奈

基調講演

　「誰のための入試改革か　－新課程・記述式・英語四技能－」

　　　講　師　　東北大学名誉教授・大学入試センター名誉教授
     　　　　　　　　 荒　井　克　弘
　
　　　司　会　　広島大学高等教育研究開発センター准教授
　　　　　　　　　　　大　場　　　淳

第５０回　ＩＤＥ大学セミナープログラム
（テーマ：高大接続　－　英語入試の改革）

日　時 内　　　　容

８月２７日
（月）

受　　　付



第 50 回 IDE 大学セミナー企画書 

 

IDE 大学協会中国・四国支部 

 

テーマ：「高大接続 ─ 英語入試の改革」 

 

＜趣旨＞ 

IDE 大学協会中国・四国支部では、今年度の大学セミナーの主題として一昨年・昨  

年度に引き続き高大接続問題を取り上げる。大学入試は国の礎となる人間の資質にまで

も関わってくることであるので、今年度までの 3年間継続して議論を深めることとした

ところである。 

文部科学省は、2017 年 7 月、「大学入学共通テスト実施方針」を策定し、現在の    

大学入試センター試験に代って、2020 年度から大学入学共通テストを導入することを

公表した。新しいテストの主な変更点は、国語と数学への記述式問題導入のほか、

英語の「読む・聞く・話す・書く」の 4 技能の評価である。 

 本大学セミナーでは、一昨年度は政策動向を取り上げ、政策立案に携わった者等

を招いて目指す改革の内容やその背景について報告いただき、議論を深めた。昨年度は、

大学入試センター関係者を招聘し政策の具体化について講演いただくとともに、大学・

高校の関係者から改革への対応等について話を伺った。 

本企画の 3 回目となる今年度の大学セミナーは、グローバル化する社会に対応して 

上記 4 技能の獲得を促すことを目指す英語入試の改革に焦点を当てた。大学入学共通 

テストではスピーキングのテストを含む民間の認定試験を活用する方針が示されて 

いる。この改革は日本人の英語能力向上に寄与することが期待される一方で、大きな 

問題があるとの指摘がある（岩波ブクレット 984『検証迷走する大学英語入試：スピー

キング導入と民間委託』（南風原朝和編）参照）。 

講師として、長く大学改革に携わった荒井克弘氏（東北大学・大学入試センター名誉

教授）に基調講演をいただき、引き続いて、英語入試の改革に取り組む高等学校並びに
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